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『卑g加呼の末高』の'十,版記念会で茗名の八尋 へを瞥かせたばかりではむい。千厶自身か'欝

不二君を中心とする知友により?Xんなハーテ 喜したことがある。大和平野の中央部川東村

イが開かれたのは 2 午前のことでありた。知 の唐古池から辻'土した飢U杉の石商で型取りし

た具を昭和17~18年頃だったが、京都大学の名の士のスヒーチが始まった後で、利、も壇上

考古学研究室で小林行雄先生が1寺ち出され、にのぽらされ、大の字なりに立ちはだかって

この貝.は機縦りに関係があるのでないでしょこれがヒミコの杼(ひ)だと商く上手で拝げ持

つてさけんだことがあった。会場は異常な感 うかとの質問であった。実にその時は兆いた

に打たれたようである,ヒミコの杼なんて人 これは弥生時代人が実際に用いた痕のある杼

であったからである。当時この具が何に用い人には思、いもかけなかったに違いな,_、。ヒミコ

の杼なんて実際在りうることだろうかと疑力れ られたか、どう考えても半1」らなかったと述べ

違たに られていた。私は偉い発兒ですねえ、機繩のしかしそれ り得ることな)、 、

0

のである。嘘ではない、本当に本当の事であ 杼ですと即座に答えた。まだ当時用途がわか

る。それは大利の唐古池から印,土している。 らなかった証拠に『大和唐古弥生式遺跡の研

究』には「鋸形木製品」となっている。鋸形そう云えば九州説より火和説を鵬えるのかと

とい"れるのはこの貝旺,と腹脊にのこる糸條云われようが、それは別問題である。もしも

の按痕から名付けられたのであろうが、それヒミコカ臻哉機を織ったとすれば、また織らせ

は経糸の合開の時に生れた擦痕で10年はおろたとしたら、それは私が高く捧げて見得を切

つた織具の杼以外には考えられないのである。 か、 20午も30年.もの久しい間の労作のあ.とを

神代記の八尋の殿でこの形をした織具で織ら 示すものであり、この,寮痕は当!1丁の布糸の幅

れていたことだろう。それは次に述べるよう 左示すのみなら、ダ、布の密度をも語っている0

に考古学者による発掘に拠ったのである。 のである。早速本屋で唐古池発掘の報告書を
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買求め、この杼に対応する他の紲共を探し求
二

めるのに夜を明かした。そしてこの刀村が,十'

士した地点は弥生式最古の士器の伴辻'してい

たことか旧打らかになった。

昭利29年に『登呂』の報告沓の本篇が",た。

それ以前に東京博物館で庁'土品.が公開された

時に緯越具の糸巻(貫と仮称している)を見

付けた。これは杼に対応する最も重要む兵で

あった。続いて奈良博"尿官でも陳列された。

その時は刀形の杼の保存のやや完好なものの

佳,士を知0た。唐古配,士の刀形の杼を基本と

して、この刀杼に対応する其を登呂の諸木器

で補足し、大体我国の原始機を想念的に組、立

て得たので、昭利23年.3月に『学芸』 i志上で

発表したが、東京博"頂官の陳列直後で、まだ

奈良で公開される↓リ、前のことであった。

その後唐古池発掘の当事者のー'人でありた

末永雅雄先生から考古孚士から観た古代人と生
活について連村訪文送されたことがあったが、

その一前に弥生時代の機織のことを1分問程

話してほしいとの依頼があった。そんな短か

い時問で話すことは到底不可能ですから、復

原して織っているところを写してもらうこと

になった。そこで発掘報告書に基いて現寸図

をひいて、取引先の西陣の杼屋に行って大至

急沫頁むことになった。杼屋の主人も自分の仕

事の原初のものを造るので懸命にやってくれ

た。しかしこの店では赤樫以外の材はなかっ

た。だから材質まで同様だとは云えなかった

が、当時急なことなので手紡麻糸の麻糸がな

いから綴生糸用の絹の撚糸在経に仕捌けて織

つてみた。そして映写機の前で女性に頼んで

織ってもらった。その後何回か改変したので

( 2 )

二と二ろま

この棟始ぢ蹴よまだ無機台でありた。『H本

き絲山の杣代の上巻の天照大袖の天の石窟の

民俗何物鯨だとり

斉川1殿(いみはたと'V))にいまし、神服御服

(かんみそ)を織り絵う、スサノオノ Nが逆

紳」(さかはぎ)にした斑駒 fぷちこま)を殿

の内に投ノ~ゼられたので、ワカヒルメノ酉は

驚いて機(はたもの)より堕ナ入枯一たt却か

ひ)で身を傷らしめて死製したことがみえて,,、

る。そして、火照大神は驚動されて天石倉に

入嘴冶力るのであるが、杼は硫かに人命をそ

こなうほどの兇器的な形をしている。しかし、

無機台だから機から堕ちることはあり得ない

のであり、これは後人の作為であることは確

かである。

原始機の村は刀形をしているから、私は刀

村・と名付けたが、硫かに人をあやめられる利

器でもあり、兇器でもある。それ故女性に挑

む男か'かりにあったとすれば、この兇器を構

えて身を護られたならぱ、た、"ちに退散する

のが賢明である。機を織る限りではこの時代

にあっては女性優位で燧前に置いて常に手に

する刀杼を振廻されたら危険はこのうえなか

つたのである。氏族社会に於ける母椛制の確

立は案外こんなところから発しているかも知

オ1ない。

この大和の唐古池は米作殊に古代縦物の技

術を明らかにしてくれた記念すべき地である。

それは大陸や半島から米作や機織技術が最初

に伝力った地というのではない。この原始機

法は半島や大陸から、新しい技術を輸入し数

段階の発展をとげたのであるが、それが漢織

(あやはとり)、呉織(くれはとり)であった

り、泰氏の一族の来帰として伝えられている

が、新1斯村が興った中心はこの大利、河内、

或は山城であった。こんな意味から、大和の
"

地は我国の機絲対支術と深い関係があったので

あり、今回特別テーマとして「翁畊勿」が選ぱ

れた意美はまことに重大である。

あるワカヒ
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上中、チキリ・チマキ、下、刀杼(『世界考古学大糸」より)
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( 1 )

筬(おさ)とは、機織道具のーーつで、製織

工程のなかで経糸をその目(筬目)に入れ、

糸と糸との間隔左等しくするため、また織機

の上で経糸に緯糸を打ち込むために利用され

る。
に

そこで、筬を使った布は経糸・緯糸ともま

か'りない織目をつくる。ゆえに古代の布の新

旧を考証するのに、筬の使用の有無を問題と

されることが多い。

_筬は今日、金属製のものが多く用いられて

いるが、日本では古くから竹製のものが使用

されている。その製作は、その他の機織具と

ちがい、専門の職人の手でおこなわれる。他
r^J,

のものは、機大工という専門の職人によって

なされていることもあるが、模倣しやすいた

め多くは大工が手がけた。

本報告でとり上げた筬づくりの方法は三代

にわたっておこなっている栃木県芳賀郡二宮

町字長沼住、関原忠蔵氏(明治41年生)の伝

承をまとめたものである。

関原氏は、今日近くで生産される結城紬に

使用する筬を専門につくってぃるが、載前ま

では自給用の布を織るための木綿用の筬も製

作した。

それらのものは、寸法・筬羽数が異なって

い会。
よみ

筬は、 7 算く1算は40羽)から21算までつ

くられた。そのうち、 7 算は、フキンや、カ

ケノ(カケン)といわれるコシキ(蒸し器)

、フ

⑨ 、,j

の敷きヌノを織るのに用いられた。 1 目(よ

うするに筬羽の問)に誓通は 2本ずつたての

糸を通すので、この筬では横にならぶ経糸は

最高 560本までである。 7 算から13算までは

木綿用、 N算以上は絹用につくった。木綿と

絹用では箴幅が異なっている。絹用は呉服尺

の 1尺8分で木綿用は 1尺5分である。また、

高機用は地機より筬の上下に使われるシン竹

が太めである。それは、織機で利用する際に

筬を保護し、外側の枠と女っている筬柄が異

なるためである。しかし、地機用のオサは高

機でも用いられなくはない。

筬の部分名称を述べると、内部は筬羽(ヒ

ゴ)で左右は親羽、天地は前に述べたとおり 、

シン竹、となっている。

筬羽はその厚み、羽の間隔が算数によって

異なっている。以前は、筬羽を丸竹からつく

つていたが、今日では岐阜県の機械生産され

たものを利用しているので、筬羽を糸で編ん

でいくことが主体の仕事内容となった。

( 3 )

す

^

こ岩器器謂牌ケ

①

(Ⅱ)

次に、その製作工程を粗略する。

①伐採〔真竹を伐ってくる。そして根元と

さきをきり、竹の太さ、節関隔をほぽ一定

にする。

②クダキリ〔節を三つなかに入れて丸切り

する〕。

③ヒキマワシ〔各節の上下3分ぐらいのと

ころを、小刀で切り目を人れる〕。

^ ＼3,
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④割り〔竹を 2 つ割りからはじめ、羽 1枚

分の幅(2分)程に小割りする〕。

⑤はがす〔ヒキマワシで入れた切り目から

はがす〕。

⑥厚みをきめる〔⑤でできたヒゴを台と力

ンナの問に入れて羽を5~6枚の厚みにひ

く〕。

ハバズリ〔横幅を特別のカンナで、 1分

2、 3 厘に揃える〕。

ふかす〔ヒゴの束を釜の中へ入れ 2時問

ぐらいつける〕。

乾燥価王い在止めるため 1力月ほどヒコ

をかわかす〕。

2 回目のヒゴヒキ〔5 ~ 6枚の厚みにし

たものをH枚ほどにひく〕。

3 回目のヒゴヒキ〔今度は15~ 6枚にし

表皮をとる〕。

ヒゴキリ〔定規で長さを合わせて、水を

しめらせ押シ切リで切る〕。

水バリ〔ヨ七板の上で作業する〕。

ツキ〔ヒゴの耳が不揃いなのでシメ

ギでしめ、カンナで耳をそろえる〕。

ヤキツカ入れ〔ヒゴを巻らべる〕。

ミケズリ〔ヤキツカに入れたまま表裏ミ

をバイトでけずる〕。

天日ほし〔秋であると 3 ・ 4日でか力く〕。

油ヤキ〔ヤキツカに入れたまま、両面に

油をぬって焼く〕。

⑳ねかすけ也面の上にヤキツカをおき、上

ヘコモをかぶせ、 1力月ぐらいおく。する

と地表から出る水蒸気が竹につき、、3、くら

んで狂いがとれる〕。

ソギ〔ヤキヅガのフチに入った部分ミミ

を小刀でけずる〕。

メントリ〔ヤキツガより大型のメントリ

グの中へななめに入れ、面を立カンナで表

裏共けずる〕。

⑳カラスロにとる。

⑳スキハジメ〔ヒゴができると、シン竹を

カキ台の上へとりつける〕。

⑳編む〔アバリを用い、シン竹にヒゴを固

定する〕。

⑳オヤ羽つけ〔両端に十文字で固定する〕。

⑳アラメナオシ〔尺ゴという竹ザシ在つか

い、一定のル邪晶のなかに本数が入っている

かたしかめる〕。

⑳目の整理〔ヒゴの問隔在繁理する〕。

⑳ニカワぬり〔糸につける〕。

⑳目の整理伸乞燥させたのみ、第二回目の

問隔の整理〕。

@②紙はり〔両耳にはる〕。

●③ヤライはり〔シン竹にイトヤスミとなる

ヤライをはる〕。

@ツキメ〔什上げの段階で間隔をもシー度

整理〕。

以上'か'箴の製作法であるが、前述のとおり、

今日では⑳の工程(ヒゴづくり)は、おこな

つていない。ここでは、丸竹からヒゴ状に割0

り、それを定尺にしてその厚みを一定し、油

焼きで狂,'、のないものにしている。⑳以下

は今日でも力こなわれている。ここでは、ア

バリに巻いた木ネ吊糸でヒゴを固定していくか

算数によって糸の太さを替えてぃる。たとえ

ば17算ならば、 60番手の木ネ帛糸を]2本合わせ

てつくる。ようするに、算数が多くをると、

糸も細くなる勘定である。また、ヒゴも薄く

なる。

ヒゴをとめるシン竹は昔は竹でなく太い麻

糸を使っていた。ゆえに新辻、際に使用する力

キ台が今日と異ってぃた。筬の上下のシンが

麻でできたものはかなり古いものといえよう。

またヒゴ自身もむかしは表皮(甘皮)がつ

いたもので、カマボコ型をしていた。

(追記)関原恕眉§氏の所在は「本場結城紺U

(登勝昭芸)によって知』つたことを書武悉え

ておく
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をもつ民家もある。

■問取り・構造■

これらの三地域の民家の問取りは、国中の

民家と同じく四問取りのものが大部分である。

四間取りは完成された基本型で、最も整った

型として「田ノ字コ型と呼ぱれる整型四問取

りがあげられる。

民家は単室住居から二問取り・三問取り・四

問取りを経て五~六間取りといった多室住居

へと発展してゆく。このような空問の細分割の

過程は現在のところ、まだ不明確な部分が多

く残されているが、間取りの基本的な発展過

程はこれまでの調査で一通りではなく数通り

あることか半卵打している。そのうちの一過程

をこれら国中周辺の山問部に残る民家の問取

りを調べることによってみることができる。

問取りは単室空問より二問取りへと発展する。

この時の分割のされ方として、縦分割と横分

割が考えられる。都祁村に所在する八重川家
1卞{1}

住宅は、横分割の分類に入る二間取りの民家

大和の民家(9)

国中周辺の農家

■環境■

奈良県の地勢は国中(奈良盆地)と、その東

部から南部にかけて広かる東山中(大和高原)

字陀山地・面吉野(竜門・下市・西吉野地区)
及び吉野Ⅱ、1岳地帯に分けることができる。東

山中は春剛析層により国中と直断的に区別さ

れており、起伏のゆるいなだらかな高原で、

窪地には水田、傾斜地には茶畑が広かる一種

独特な雰囲気をもつ地域である。東山中の南

につづく一帯は宇陀山地と呼ぱれ、数本の河

川によりけずられた谷あいに、集落が形成さ

れている地域である。口吉野は国中の南、宇

陀山地の西に隣接する地域で、吉野川及びそ

の支流により生じた河岸段丘及び氾濫原に集

落か形成されている。そのため、東山中・宇

陀山地よりは耕地が少なく、景観士変化の多

い地域となってぃる。

東山中・宇陀山地・口吉野の三地域におけ

る集落は、低地をさけ、山飴部分に形成され

ている。集落形態として、国中のような塊村

ではなく、住居密度の低い集村で、地形的条

件に左右されるため、散村に近い状態を示す

集落もある。

屋敷構えについては、三地域に共通してぃ

る部分が多く、国中における「囲造り」はほと

んどみられず、開放的な建物配置となってぃ

る。・一般に主屋は山を背にして南向きに建て

られ、その前面に干場(カド)を設けているが

国中のように画一的ではなく、地形的条件に

より東・西向きのものもある。主屋の両側に

付属建物(納屋・便所等)を直角に配し、屋敷

のまわりに土塀・門構え等をめぐらさずに、

自然の地形を利用して境界左示している。

建物の外観は、国中の民家のそれよりもバ

に富んでいる。屋根型としで、寄フエブイ

棟・入母屋造りが主なもので、その他片入母

屋・大チ畔東等もところどころにみられる。ま

た、国中ではみられない葺降しの屋根も残存

している。棟飾りは国中の民家と同じ「カラ

ストビ(杉皮針目覆)■の他、東山中では伊賀地

方にみられる「ハコムネ」と呼ぱれる瓦葺の棟
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で、「ざしさ」・「なんど」より構成されている。
'1{2j

次の段階として、月ケ瀬村の菊家家住宅にみ

られるような前座敷三間取りが考えられる。

この問取りは先の二間取りの「なんど」が二分

され、「だいどころ」と「なんど」に分れる型で

ある。この型の変形として、紀ノ川流域にみ

られるような「だいどころコか下ざしき」より士

問側へ突き出'た型があげられる。前座敷三問

取りはこれらの地域の他、大阪の泉南地方及

び兵庫県の一告Ⅲこも残っており、かつては近

畿地方一円に分布していたと考えられる。

問取りはこの他全国的に分布する広問型三.間

取りがあり、この型は前座敷三間取りが示す

問取りの発展過程とは異なった系統といえよ

桁行方向に喰違う四問取りC

つ。

次に表の「ざしき」かさらに二分され、四問

取りの民家が生れる。四問取りの民家として

整型四間取りの他、喰違四間取りがあり、こ

の問取りは整型四問取りよりも古い形式と考

えられる。前座敷三間取りからの四間取りは

桁行方向に喰違う四間取りで、この間取りは

国中ではみられず、国中周辺の山問部に分布

している。この点で、国中における四間取り

民家の発展過程とは別系統のものであると考

えられる。

構造は梁間3問半を上屋とする民家が多く

中には4間半とするものも存在し、国中の民

家に比べて一般に長くとられている。このこ

とは、草葺の屋根を葺降している民家にいえ

ることで、梁を持ち出,し、出桁を受け、軒の

出を深くする構法をとられているためで、東

山中に多くみられる。しかし、時代が下るに

つれ、下屋部分を瓦葺の庇で取り込むように

なると、この構法も使われなくなる。

小屋組は極構造と叉首構造の2種類が存在

い極構造の方が古い構法と考えられる。様

構造は棟束で棟木を受け、極を架るもので、

口吉野・紀ノ川流域の民家にみられる。菊家
,1 「31

家住宅及び乾家住宅の小屋組は叉首組として

いるが、棟木を棟束で受けているため、極・

棟束構造と叉首構造の折衷的なものと老えら

れる。棟束はこのような構造の他、上屋梁の

長い小屋組にも使用されているが、これも時

代が下るにつれなくなってくる。

国中周辺の山問部に残る民家は、国中・伊

賀地方・和歌山といった隣接地における文化

の影饗を受けなか'ら今日に至るものと考えら

れ、その結果、民家の型としては国中よりは

種々なものがみられ、また古い形式のものも

存在している点で注目される。

詐])都祁村矧に所存する民家で、寄棟造・草葺で、屋
^

根を芸降 L・ひ,、る。建設午代は]8世紀末と吉えられる。
註2)月ケ瀬村桃香町に所11'し、寄妹造・草五で、屋根

左苔降した民家である。建設午.代は]8世紀前半と考

えられ、重要文化財に指定されている。

註3j 西吉野村'沌に所在し、人母屋造・草葺で、現存棧

瓦葺の庇を設けてぃるか、允々は屋根を茸降した民家

で、18世紀中頃の建設と之えられる。奈良県指定文化

財である。

註4 和歌山県邪賀都貴志川町に所存L、18世紀末から

19世紀初の建設と老えられる。榧楴造で入母屋造草

葺の屋根で瓦菩の腔左付けている。

註励人宇陀町味井に所hL、ノ、母屋造草"の農家であ
る。現打は1・〒面に]問拡帳L て、六間取りとなりて

おの、 18冊紀後'1三の建設と推走さ力る。

民俗博物館だより V01. V NO.3

( 6 )

単室住宅

四・■・■・田・■ヨ 、

(BY 整型四問取り{C

■・■ヨ・■二実例

A ハ重川寡住宅(老畊肘托"

旧菊家家住宅明ケ瀬村桃香野)

旧'武田家住宅ほ口瞰山県貴志川岡) 梁行方向に喚違う三問取り心]広問型二問取り■4

C 岡本家住宅(大宇陀町)注5

■・■・■ヨ'C'乾家住宅イ西吉野村滝)

0 旧吉川寡住宅(民俗情物館)

一問取り

間取り変遷模式図

二問取りfA 市座敷三問取り旧



大和民俗公園では、年問 1棟の割合で民家

の移築復原を行なってぃますが、移築に先行

して、町屋・国中・東山・宇陀・吉野の各フ

ロックの専妙也造成在50年度から52午度にかけ

て行なってきました。東山・宇陀・吉野のフ

ロックは荒造成か赤冬了したぱかりで、まだ利

用出来る施設は一切ありませんが、町屋・国

中ブロックには、三棟の民家が復原されてお

り、休憩施設も若干整い、既に見学者の方々

に利用いただいています。

さて今年度からは、民家敷地以外の公園区

域へと工事範囲を拡げ、現在は児童広場の荒

造成を進めています。この区域は、約2へク

タールの面積をもつ丘陵で、吉野民家専妙也の

北側に隣接しています。

民家見学の後など子供達のみならず、大人

の方々にも爰全で快適な休憩や遊びが出来る

ように、芝生広場絲姥,000平方メートル)、砂

場絲勺450平方メートル)、休憩舎、パーゴラ等

の施設を設ける予定です。

民俗公園では、公園中央部を占めているア

カマツ林絲勺8ha)在保存林として計画して

いますが、民家敷地確保のため林緑部を削り

少々狭くなりました。また、昨今の松に寄生

する什イ七ンチコ_ウの異常発生による被害も

かなりの量に昇っています。

公園では、造成地の緑化のため植樹に努め

ていますが、なにぶん士壊条件が悪く、しっ、

かりした強じんな樹木をもつ緑地を昂・急に造

ることは難しく、保存林の存在がこの先も公

園の緑地として大きなウエートを占めること

が明らかであり、アカマツ林の荒廃が気井トリ

なこの頃です。
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★★★★おしらせ★★★★

●民俗博物館の行事予定

10月1日~11月26日

特別テーマ展『織物とその技術』

]2月2日~ 543月27日

テーマ展『木と民俗』

10月15日

列品解説・発表と特別講演(PM2 ~ 4)

当館学芸員芳井敬郎『庶民の紲物』

講師太田英蔵氏『原始古代の織物』

10月22日体'験学習講座<ワラジつくり>

11月12日初歩のはたおり実習

11月26日体,験学習講座く雪靴つ<り>

12月24日体'験学習講座くシメナワつ<り>
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旧木村家住宅(吉野ブロック)移築予定地

541月28日体.験学習講座<タコつくり>

※体験学習講座は午前ⅡH寺からと午後2時からと2回

行なっていますが、f初歩のはたおり実色むは午後 1

時から]回だけ行ないます。

奈良県立民俗博物館
奈良県立民俗博物館編集発行

■編集後記■当館の執筆者にもいろいろタイブ

があってそれぞれに編者を悩ます。先行馬型は、

早・く原稿を出したはいぃか、やれあそこが違った

ここは追加1と締切真際までイライラさせる。追い

込み型は、差し替え原稿を思、いつくと同時に、書

きなぐりの原稿を持ち込み、解読とレイアウトに

手間取らせる。しかし、こうした悩みは珠玉の原

稿・力作との仕,合いによって、いとも容易に"引肖

(尾瀬河骨)されるものなのである。
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